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平成２２年度第１回経営協議会議事要録

日 時 ： 平成２２年６月１０日（木） １４：３０ ～ １６：００

場 所 ： 特別会議室（事務局３階）

出席者 ： 谷口 功、安部 眞一、山村 研一、田口 宏昭、森 光昭、山本 晃、岩岡 中正、

古島 幹雄、原田 信志、江口 吾朗、田川 憲生、船津 昭信、星子 邦子、

村田 信一、吉丸 良治

欠席者 ： 猪股 裕紀洋、伊藤 晴夫、小栗 宏夫、遠山 敦子、中島 最吉

○ 新任委員の紹介

議長から、参考資料に基づき、新任委員の紹介があった。

○ 議事要録の確認

平成２１年度第１０回会議議事要録が確認された。

議 事

１．第１期中期目標期間の業務実績評価について

議長から、国立大学法人の中期目標期間の評価については、当該期間終了時に教育研究、業務

運営及び財務内容の状況等について文部科学省の国立大学法人評価委員会による評価を受けるこ

ととされているが、平成１６年度から１９年度までの４年間については平成２０年度に暫定評価

が実施されており、今回、平成２０年度及び２１年度の２年間の状況について、本年６月末まで

に関係資料を文部科学省及び大学評価・学位授与機構へ提出し、第 1 期中期目標期間の評価を確

定させる旨説明があった。

引き続き議長から、資料１－１に基づき、中期目標期間評価の概要及びスケジュール、資料１

－２に基づき、「平成２１事業年度にかかる業務の実績及び中期目標期間に係る業務の実績に関す

る報告書」の要旨について説明があった。

次いで、田口理事から、資料１－３～１－６に基づき、「中期目標の達成状況報告書」、「学部・

研究科等の現況調査表（保健学教育部）」、「顕著な変化の説明書」及び「研究業績説明書」の概要

について説明があった後、種々意見交換が行われた。

（意見交換の概要は次のとおり。◇は委員からの質問・意見、◆はそれに対する回答等）

◇資料１－３「中期目標の達成状況報告書」の「改善を要する事項」についての改善状況として、

司法試験合格率向上に向けたカリキュラム及び授業方法等の改善について書いてあるが、この

２年の間にその結果が出てるのか。例えば、合格率が上がったとかの改善の結果を積極的に示

しておくべきと考えるが。

◆平成２１年度の結果は今年度の秋に出る。平成２０年度の結果はそう悪くはない。だが、更に

合格率の向上を目指し、平成２２年度から、法曹養成研究科の定員を３０名から２２名に減ら

した。
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◇１年経ったら良くなった、という結果を具体的に書いておくべきではないか。

◆目標を「司法試験において、全国平均を上回る合格率を目指す」と書いてしまったものだから。

◇全国平均ぐらい目指さないと意味がない。そういうところが、一番クリティカルだと思う。

◇資料１－６「学部・研究科等の研究業績」の S とか SS とかいう基準は、これは各大学がこの

レベルの業績だと SS を付ける、という風に決めるのか。それは非常にシリアスだと思う。そ

の基準をどこに置くか、相当慎重にやっていただいたほうがいいと思う。むしろ厳しくなさっ

たほうがいい。

◆本学はかなり厳しく設定している。

また、議長から、修正内容は議長一任とさせていただきたい旨提案があり、併せて了承された。

なお、議長から、本件は６月２４日の教育研究評議会及び役員会における審議の後、文部科学

省等へ提出する旨付言があった。

２．平成２１年度決算について

議長から、国立大学法人は、国立大学法人法に基づき、事業年度の終了後３月以内に財務諸表

等を文部科学大臣へ提出し、承認を受けることとされているが、平成２１年度の決算については、

第１期中期目標期間の最終年度であることから、６月１１日までに文部科学省へ提出することと

なっている旨説明があり、平成２１年度熊本大学財務諸表等（案）について審議願いたい旨提案

があった。次いで、事務局から、資料２－１～２－３に基づき、内容について説明があり、審議

の結果、原案のとおり了承された。

なお、議長から、本件は本会議終了後の役員会における審議の後、文部科学大臣へ提出する旨

付言があった。

３．平成２３年度概算要求事項（案）について

議長から、平成２３年度概算要求に当たっては、要求事項に順位を付して６月１７日までに文

部科学省へ提出することとなっている旨説明があり、平成２３年度熊本大学概算要求事項（案）

について審議願いたい旨提案があった。引き続き議長から、資料３に基づき、各部局等からの要

求事項について説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。

また、議長から、要求順位の決定は議長一任とさせていただきたい旨提案があり、併せて了承

された。

報告連絡

１．寄附講座の設置について

議長から、資料４に基づき、萬有製薬株式会社、熊本県及び一般財団法人化学及血清療法研究

所から、寄附講座設置のための寄附申し込みがあったことを受け、熊本大学寄附講座及び寄附研

究部門に関する規則に基づき設置することとした下記寄附講座について報告があった。

・糖尿病分子病態解析学寄附講座

（大学院生命科学研究部 平成２２年４月 1 日設置 寄付者：萬有製薬株式会社）

・地域専門医療推進学寄附講座

（医学部附属病院 平成２２年４月1日設置 寄付者：熊本県）
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・重症心身障がい学寄附講座

（医学部附属病院 平成２２年４月1日設置 寄付者：熊本県）

・移植医療学寄附講座

（医学部附属病院 平成２２年５月1日設置 寄付者：一般財団法人化学及血清療法研究所）

２．平成２２年度主要行事予定について

議長から、資料５に基づき、本学における平成２２年度の主要行事予定について説明があった。

以 上

○ 次回開催 ： 平成２２年１１月１８日（木）１３時３０分から

＜配布資料＞

資 料 １－１ 大学評価の概要及び第１期中期目標期間における評価全体図

資 料 １－２ 平成２１事業年度に係る業務の実績及び中期目標期間に係る業務の実績

に関する報告書（案）

資 料 １－３ 平成２０、２１年度中期目標の達成状況報告書

資 料 １－４ 学部・研究科等の現況調査表（保健学教育部）

資 料 １－５ 現況分析における顕著な変化についての説明書

資 料 １－６ 学部・研究科等の研究業績

資 料 ２－１ 平成２１年度熊本大学財務諸表等（案）

資 料 ２－２ 財務諸表の要旨

資 料 ２－３ 平成２１年度熊本大学貸借対照表

資 料 ３ 平成２３年度概算要求事項（案）

資 料 ４ 寄附講座の設置について

資 料 ５ 平成２２年度熊本大学主要行事予定

参考資料 国立大学法人熊本大学経営協議会委員名簿

席上配布 国立大学法人化後の現状と課題について（中間まとめ(案)）概要

大学マネジメント 2010 年 4 月号

熊本大学アクションプラン 2010

「学生が輝く くまもと」高等教育コンソーシアム熊本

第１回熊本大学サマースクール「五高記念館で漱石を学ぶ」


